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	ながみね探究発表会を終えて
	新堀　隆久
	　皆さん、1年間の探究活動、そして発表会、本当にお疲れ様でした。皆さんのプレゼンを聞いていて何より素晴らしいと感じたのは、皆さんが単なる知識の習得にとどまらず、「正解のない問いに対して、自分たちなりの納得解を導き出す」という探究の本質的な目標に真っ向から、そして楽しそうに挑んでいたことです。 　この「ながみね探究」の目標は、単に調べ学習をすることではありません。「自ら課題を見つけ、主体的に解決し、多様な他者と協働する力」を養うことにあります。活動の中では、アンケートが思うように集まらなかったり、グループ内で意見がぶつかったりと、壁にぶつかる場面も多かったはずです。しかし、その「うまくいかない経験」を乗り越えようとしたプロセスこそが、この探究の最大の成果であり、皆さんの血肉となっています。 　大洗町をフィールドにして、さまざまな角度から面白いことや課題を見つけて、調べたり提案したりしてくれたことは、地域にとってもみなさんにとってもプラスになるはずです。本校の校訓「若き日に己を見つめ」にある通り、探究とは自分自身が何に興味を持ち、社会に対して何ができるかを問い直す時間です。今日、堂々と発表した皆さんは、まさに「自らの人生の舵を握る主役」としての姿を見せてくれました。 　ここで得た「問い続ける力」と「行動し続ける勇気」は、進路選択はもちろん、予測困難な未来を切り拓く最強の武器になります。支えてくれた先生方、協力してくださった地域の方々への感謝を胸に、この学びを次のステージへと繋げてください。 　特に３年生は進路選択に向けて、自分の武器を磨き、見極めてください。２年生は、新しい探究を掘り下げていくためにも、１年生を上手に巻き込んで、また新たな探究活動を進めてください。１年生も、楽しんで取り組みましょう。期待しています。　
	探 究 発 表 会
	５月９日　授業公開



